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六六
六六
年年
七六
月月

五
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発印
行刷

京
都
大
論
文
学
部
東
洋
史
研
究
室

東
洋
史
研
究
会
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史
学
研
究
会
大
会
　
　
予
告

左
記
円
盆
に
よ
り
、
昭
和
四
十
一
年
度
史
学
研
究
会
お
よ
び
読
史
会
、
東
洋
史
談
話
会
、
西
洋
史
読
書
会
連
合
大
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
多

数
御
参
加
下
さ
い
ま
す
よ
う
、
御
案
内
申
し
あ
げ
ま
す
。

◇
十
帽
月
｝
日
（
火
）
　
午
前
八
時
半
～
午
後
五
時

　
《
見
学
会
》
　
　
山
辺
の
道
を
た
ど
る
　
　
　
　
　
　
　
　
臨
地
講
師
　
　
田
浦
大
摺
　
上
　
田
　
正
　
昭
　
氏

　
　
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厭
理
敬
大
欝
西
谷
真
治
氏

　
東
大
寺
山
古
墳
・
石
上
神
社
・
大
三
輪
神
社
・
霊
山
神
社
・
搬
林
寺
（
バ
ス
じ
、
巡
回
）

　
離
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
会
費
（
六
〇
〇
円
）
を
そ
え
て
前
も
っ
て
お
申
込
下
さ
い
。
先
着
五
五
名
に
て
〆
切
。
な
お
見
学
場
所
は
都
介
に

　
よ
り
一
部
変
更
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
の
で
お
含
み
お
き
下
さ
い
。

◇
＋
一
月
二
日
（
水
）
午
後
一
時
～
四
時
　

於
京
都
大
学
楽
友
会
館

　
史
学
研
究
会
大
会
及
び
会
員
総
会

㈲
ポ
・
ネ
シ
ア
の
土
地
制
度
（
ス
ー
ブ
イ
ド
使
用
）
　
　
　
　
獣
阪
宙
二
大
椰
藪
内
芳
彦
氏

　
傭
　
六
朝
画
象
石
の
問
題
点
に
つ
い
て
（
ス
ラ
イ
ド
使
用
）
　
　
　
　
撚
郷
大
彫
長
広
敏
雄
氏

　
か
会
場
ほ
昨
年
度
と
は
変
更
し
て
3
3
り
ま
す
の
で
、
御
注
意
下
さ
い
。

◇
＋
一
月
三
日
（
祝
）
　
午
前
九
時
よ
り

　
読
史
会
，
東
洋
史
談
話
会
・
西
洋
史
読
書
会
　
大
会

　
＊
右
三
学
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
ほ
、
十
月
下
句
に
お
浮
け
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
巨
大
会
川
席
の
た
め
出
張
依
頼
状
の
御
入
用
の
方
は
、
当
会

　
迄
お
巾
出
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
　
　
学
　
　
研
　
究
　
　
会

　
　
会
員
各
位
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会
　
　
告

委
員
会
だ
よ
り

　
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
案
の
岡
会
上
程
に
さ
い
し
、
本

会
で
は
さ
る
三
月
七
日
、
関
西
五
学
会
と
協
議
し
て
声
㎎
を
隠
蓑
い
た
し
ま

し
た
が
、
穴
月
三
日
、
重
ね
て
次
の
声
明
を
発
表
い
た
し
ま
し
た
。

　
　
　
声
　
明

　
「
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
」
の
…
部
改
正
案
が
、
今
国
会
に
上
程
さ

　
れ
、
紛
糾
の
来
に
三
日
未
闘
、
議
長
の
調
停
案
に
よ
っ
て
、
法
案
の
審
議

　
が
す
す
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
　
私
共
は
こ
の
法
案
に
含
ま
れ
る
建
国
記
念
日
の
制
定
に
つ
い
て
は
、
歴

　
史
研
究
の
立
場
か
ら
、
す
で
に
ふ
か
い
危
惧
の
念
を
抱
く
も
の
で
あ
る
こ

　
と
を
強
く
表
明
し
て
参
り
ま
し
た
。
今
回
の
措
置
に
よ
り
、
断
書
記
念
属

　
は
、
新
設
の
審
議
会
に
お
い
て
検
討
さ
れ
る
模
様
で
あ
り
ま
す
が
、
私
共

　
は
改
め
て
、
旧
紀
元
節
の
二
月
十
一
日
を
建
国
記
念
日
に
捌
聾
す
る
こ
と

　
に
反
対
の
意
志
を
表
明
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
σ

　
　
そ
の
理
由
は
e
旧
紀
元
節
の
二
月
十
一
臼
を
建
羅
記
念
臼
と
す
る
こ
と

　
は
、
史
実
の
上
で
ま
っ
た
く
科
学
的
根
拠
が
な
く
、
⇔
戦
後
の
二
本
史
学

　
及
び
考
古
学
の
成
果
を
無
視
し
、
歴
史
の
事
実
を
ゆ
が
め
、
⇔
そ
の
た
め

　
国
罠
の
歴
史
教
育
、
ひ
い
て
は
そ
の
歴
史
意
識
に
混
乱
を
ま
ね
く
恐
れ
の

　
あ
る
こ
と
を
深
く
憂
慮
す
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

　
　
以
上
の
見
地
か
ら
、
私
共
関
西
地
方
の
歴
史
関
係
諸
学
会
は
一
致
し
て

　
旧
紀
元
節
の
復
活
に
反
対
の
意
志
を
表
明
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
昭
和
四
十
一
年
六
月
三
日
　
　
　
　
　
大
阪
歴
史
学
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
学
研
究
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
摂
本
史
研
究
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
兵
庫
史
学
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
主
主
義
科
学
巻
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
支
部
歴
史
部
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歴
史
科
学
協
議
会

◇
…
太
・
号
よ
り
、
本
誌
の
郵
送
料
金
は
、
　
「
第
四
種
、
学
術
二
尊
物
」
と
い

う
こ
と
で
、
毎
号
二
〇
円
で
お
手
許
に
お
届
け
で
き
る
こ
と
1
7
』
な
り
ま
し
た
。

さ
る
昭
和
三
十
六
年
前
回
の
郵
便
料
金
値
上
げ
に
さ
い
し
、
本
会
は
そ
の
影

響
の
大
き
さ
を
憂
慮
し
、
関
西
地
方
の
諸
学
会
に
呼
び
か
け
関
係
二
七
学
会

連
合
の
も
と
に
い
ち
は
や
く
学
術
会
議
に
善
処
方
を
要
望
し
（
本
誌
四
四
巻

一　

?
参
照
）
、
　
そ
の
後
も
引
き
続
き
運
動
を
続
け
て
参
り
ま
し
た
が
、
　
今
國

の
値
上
げ
に
ざ
い
し
ょ
う
や
く
本
会
の
希
書
が
大
幅
に
か
な
え
ら
れ
た
訳
で

あ
り
ま
し
て
、
会
員
各
位
の
御
援
助
と
関
係
各
泣
の
御
努
力
に
深
く
感
謝
す

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
問
題
は
す
べ
て
解
決
し
た
訳
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
本
誌
、
当
会
よ
り
会
員
各
位
へ
の
送
料
は
二
〇
門
で
す
が
、
こ

れ
は
当
会
よ
り
の
郵
送
の
場
合
に
隈
ら
れ
、
各
位
か
ら
池
へ
送
ら
れ
る
場
合

に
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
（
書
籍
小
包
と
し
て
五
〇
円
で
す
）
。
こ
れ
，
も
問
題

の
一
つ
で
あ
り
ま
し
て
、
今
後
と
も
機
を
み
て
こ
の
問
題
に
と
り
く
ん
で
ゆ

き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

◇
…
別
面
会
告
の
通
り
、
来
る
十
　
月
一
欝
、
二
臼
本
年
度
大
会
を
開
催
い

た
し
ま
す
。
多
数
ご

来
集
下
さ
い
ま
す
よ

う
、
お
待
ち
い
た
し

士
よ
詣
9
◎
　
膳
湘
愚
†
ム
瓜
肝
騰
ハ

ス
の
都
合
上
先
着
五

五
名
様
に
て
〆
切
り

ま
す
の
で
、
な
る
べ

く
早
く
お
申
越
下
さ

い
。
満
員
の
飾
は
あ

し
か
ら
ず
御
容
赦
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一
九
轟
ハ
山
ハ
年
｛
一
月
二
M
五
揖
印
刷

一
九
山
ハ
山
気
年
七
月
　
一
　
R
門
発
行

史

発
行
所

発
行
人

印
刷
所

定
価
三
〇
〇
門
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（
鱗
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九
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塘
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号
）

窟
都
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東
都
大
学
文
学
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内

　
史
　
　
学
　
研
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会

　
　
　
　
　
　
　
振
欝
京
都
五
一
五
五
番

　
理
購
長
　
小
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田
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京
郁
驚
下
京
区
西
七
条
郷
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ノ
内
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町
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村
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